「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第３回妊娠期乳幼児期部会　摘録案
１　日　時：平成２１年１月２６日（月）

２　場　所：京都市子育て支援総合教センター　こどもみらい館４階　第２研修室 
３　参加者：（妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，稲葉，岩佐，江木，木村，酒井（吉田代理），寺本，

中江，布野，東，平野，松尾，山内，山田，油谷
　　　　　 （全体統括部会）　 　 ：浅野，大田，國場，佐古（藤本代理），長谷川，濱頭
（五十音順・敬称略）
４　次　第：（１）「学習プログラム」素案について
　　①事務局説明
　　②協議

（２）次回日程　その他
　　　　　　　　  

１　「学習プログラム」の素案について

　事務局から，「子どもを共に育む『親支援』プログラム（妊娠期乳幼児期）」年齢別グランドデザイン（案）を基に作成した５つの「学習プログラム」素案の説明を行った。
２　協議

部会長　　　　　　それでは，今の事務局からの説明について，ご質問，ご意見をいただきたい。順をおって整理していきたいと思いますので，赤ちゃんのいる生活イメージトレーニングからお願いします。
（赤ちゃんのいる生活イメージトレーニング）
委員　　　　　　　各保健所で開いている両親学級や助産師による教室と，このプログラムとの兼ね合いについて聞かせてほしい。
新生児訪問をしているが，お母さんの一番の悩みは，赤ちゃんが寝ない，ぐずること。実際はこのプログラムの生活リズムの例どおりにはならない。かえって，お母さんのストレスの原因になるのではないか。

事務局　　　　　　保健所などで活用していただけるなら，ありがたい。また，いろいろな場で活用していただければうれしい。生活リズムの例については，ひとつの目安として提示させていただいた。こうでなければ，いけないというものではない。

委員　　　　　　　実際にはこうでない。やっぱり夜泣きが大変，２ヶ月すぎてやっと夜中も寝るようになる。泣いても大丈夫と言う一言が必要。

委員　　　　　　　新生児～２ケ月までは，生まれてからの生活に慣れていく時期なので，何度も起き，泣くこともある。「個人差があって，１時間，２時間で起きて泣くこともあるが，２ヶ月ぐらいには落ち着きますよ」と一言入れてはどうか。
委員　　　　　　　生活リズムの例があることで，そのとおりにいかない事で不安になり，ストレスの原因になる。

委員　　　　　　　生活リズムの例は全体的イメージとしてよく分かる。約３時間ぐらいという言葉がひっかかる。「個人差があるので大丈夫ですよ」と言うメッセージは伝わるが，ミルクの場合と母乳の場合では，寝ている時間起きている時間は違う。
事務局　　　　　　主旨としては，赤ちゃんは１日のうちで何回も寝たり起きたりすることを伝えたかった。生活リズムの例は，３時間寝て起きている場合の例示である。

委員　　　　　　　支援者が，このプログラムを理解し実施できるように書き込むことが必要。
事務局　　　　　　支援者向けの詳しい冊子も作成するので，そこできちんとポイントを入れておきたい。
委員　　　　　　　このプログラムを活用する場所に関係することであるが，専門職がいる場所だけでなく，いろいろな場所で活用するという意味でも，先輩ママが支援者としてかかわっていただき，場を広げられるとよい。
委員　　　　　　　赤ちゃんは泣くのが普通であって，泣くものである。最近は住宅環境で泣かさない育児が課題になっている。泣く前についついおっぱいというのが実情である。泣くことがプラスに思えるようにすることも必要。

(離乳食について)
委員　　　　　　　五感という言葉についてだが，聴覚，視覚に障害のある子ども，あるいは保護者がおられたりするので障害のある方に配慮して諸感覚という言葉が良いのではないか。
事務局　　　　　　支援者用冊子の注意事項としてあげておきたい。
委員　　　　　　　ミルクや離乳食とは違って眼には見えないので，赤ちゃんの母乳摂取量は母親には分かりにくい。
委員　　　　　　　足りないサインに気付くことが大切ではないか？例えば早く飲み上げるとか，長いこと
　　　　　　　　吸っているとか…。

委員　　　　　　　離乳食づくりに一生懸命になりすぎてストレスになる母親が多い。わざわざ作らなくても親の食事の一部をあげても良いことを伝えてほしい。
　　　　　　　　　卒乳の目安とあるが，断乳を迫っているようにも読み取れる。卒乳時期は赤ちゃんが納得してやめる時期である。
委員　　　　　　　「…できます」という表現が多いが，思うように卒乳しない場合が多い。私なら，できない私ってダメなのかと思ってしまう。

部会長　　　　　　表現の仕方を変えて，「栄養や感染防御という意味からの母乳の役割については終わっています」にし，「…できます」を「なるでしょう」とやさしい表現にかえてはどうか。プログラムの中で支援者のアドバイス，声かけが，とても重要になってくる。
委員　　　　　　　ちょっとした表現の仕方で，断定的な表現になるので，｢目安｣を下でなく上にもってくるとか，前のプログラムの生活リズムの例も「ある日のみらい君の一日」にすると表現が柔らかくなる。

 (親子であそぼう)
委員　　　　　　　一緒に遊んであげなければというのが強いとしんどくなる。生活の中でお母さんのことをまねていくことも遊びである。
委員　　　　　　　何かして遊んであげたいけれど，どうかかわって遊んで良いのか分からない人が多いかなと言うことから，どうかかわったら良いかを知っていただく場として考えている。

委員　　　　　　　生活習慣が豊かな子どもは遊びも豊かである。お母さんと一緒にお買い物に行ったことが普段の遊びにもつながっている。子どもに様々な生活経験を味あわすことが大切。
委員　　　　　　　自己紹介の時，お母さんが子どもの頃にしていた遊びとか，遊んでどんなことが楽しかったかを思い起こしてもらったら，身構えることなくプログラムに参加する楽しさが，もっと増すのではないか。
委員　　　　　　　目線を合わせてとあるが，見守るという意味ではわかるが，遊びが限定されてしまわないか。楽しく遊ぶための６つのルールの中で，安全は大切だけど１番目に安全面をもってくるのはどうか？０と２歳では，その遊びも大きく違ってくる。年齢ごとに子ども側からの遊びのポイントを入れてはどうか。
委員　　　　　　　その事を成し遂げるための決まりがルールなのだから，ルールという表現はかたすぎる。
委員　　　　　　　親子でいっしょとあるが，０～２歳のあいだは，ひとり遊びをすることもとても大事な時期でもあるので，ずっと親子一緒でなくてもよい事も伝えたい。
委員　　　　　　　絵本の読み聞かせだけでなく，普段の生活の中での子どもへの語りかけの大切さも伝えたい。
（生活習慣のたいせつさ）

委員　　　　　　　生活習慣の中で，食育はとても大事だと考えている。朝ごはんを食べることが大切であることを母親に伝えたい。離乳食の時期からでも遅くない。繰り返し,親にすり込むぐらい伝えて欲しい。

事務局　　　　　　朝ごはんは，生活習慣の３～５歳児の「早寝・早起き・朝ごはん」で作成する予定であ

　　　　　　　　る。
委員　　　　　　　早い時期から栄養バランスの摂れた食事を規則正しくと言うと食べさせることがプレッシャーになって，楽しい食事でなくなる。
委員　　　　　　　望ましい事として入れておくことはよいが，そうでなければ，しんどくなる。

　　　　　　　　　この時期に完成するわけではないのだから，目指すべき方向は示しながらも，このエピ
ソードの子どもについて言えば，「いやっ」って言えたの偉いねと受け止められるかどうかである。第1反抗期の子どもへの対応は保護者によってすごく幅がある。「いやっ」って言えることがプラスに評価できるようなものにする事が大切。
委員　　　　　　　生活習慣の大切さと表記されているが，大切と書くと，この時期にちゃんとしておかなければと思うので，生活習慣のめばえとか子どもの１～２歳をよく知ろうぐらいにするのがよい。　　　　　　
委員　　　　　　　生活習慣は，すべてのテーマにつながる重要なポイントなので，この時期の子どもの心の発達のあらましを支援者から話していただくような工夫をする。
（子どもとのかかわり方）

委員　　　　　　　３～５歳児では，年齢に幅はあるがプログラムの内容もいろんなパターンがあって良いのでは。
　　　

委員　　　　　　　ギャップがあるという表現ではなく，違いがあるぐらいがよい。しつけは，漢字の方がよい。
　

委員　　　　　　　早寝・早起き・朝ごはんは大切なことなので，何回も入れて欲しい。テレビ・ゲームをできるだけ見せない，させないことも大事。
部会長　　　　　　「学習プログラム」の素案に様々なご意見いただきました。そうしたご意見をふまえ表現の仕方などを事務局で検討していただきたい。

３　次回日程について

本日の皆様のご意見。ご指摘を踏まえて，「学習プログラム」の試案を部会長と事務局で修正し，次回「全体統括部会」で報告させていただきます。

委員の皆様には，「全体統括部会」の開催にあわせて，修正した試案を郵送させていただき，書面で意見を頂戴したい。

次回の部会を「全体統括部会」開催後の3月中旬～4月を予定している。また，日程調整させていただく。　
